
(57)【要約】

　人間又は動物の体の通路内及び当該通路に沿って所望

の移動方向に導入される内視鏡、より詳細には大腸鏡で

あって、導入を引き起こさせる流体推進装置を有する内

視鏡が提供される。流体推進装置は、加圧下にある流体

用の入口と、内視鏡の所望の移動方向に関して少なくと

も部分的に反対の方向に流体を噴出する少なくとも一つ

の出口とを有する導管を備えている。出口は噴霧化ノズ

ルであるとよい。導管は、内視鏡の長さ方向に関して移

動可能であるが、内視鏡の経路に実質的に沿うように拘

束されるものであるとよい。一つの実施形態において、

内視鏡は、予め導入されたガイドワイヤ上で所望の移動

方向に移動するようにされる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 人 間 又 は 動 物 の 体 の 通 路 内 及 び 当 該 通 路 に 沿 っ て 所 望 の 移 動 方 向 に 導 入 さ れ る 内 視 鏡 で
あ っ て 、 前 記 の よ う な 導 入 を 引 き 起 こ さ せ る 流 体 推 進 手 段 を 有 し 、 前 記 流 体 推 進 手 段 は 、
加 圧 下 に あ る 流 体 用 の 入 口 と 、 前 記 内 視 鏡 の 所 望 の 移 動 方 向 に 関 し て 少 な く と も 部 分 的 に
反 対 の 方 向 に 前 記 流 体 を 噴 出 す る 少 な く と も 一 つ の 出 口 と を 有 す る 導 管 を 備 え 、 前 記 出 口
は 噴 霧 化 ノ ズ ル で あ る 、 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 導 管 は 、 前 記 内 視 鏡 の 長 さ 方 向 に 関 し て 移 動 可 能 で あ る が 、 前 記 内 視 鏡 の 経 路 に 実
質 的 に 沿 う よ う に 拘 束 さ れ る も の で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 人 間 又 は 動 物 の 体 の 通 路 内 及 び 当 該 通 路 に 沿 っ て 所 望 の 移 動 方 向 に 導 入 さ れ る 内 視 鏡 で
あ っ て 、 前 記 の よ う な 導 入 を 引 き 起 こ さ せ る 流 体 推 進 手 段 を 有 し 、 前 記 流 体 推 進 手 段 は 、
加 圧 下 に あ る 流 体 用 の 入 口 と 、 前 記 内 視 鏡 の 所 望 の 移 動 方 向 に 関 し て 少 な く と も 部 分 的 に
反 対 の 方 向 に 前 記 流 体 を 噴 出 す る 少 な く と も 一 つ の 出 口 と を 有 す る 導 管 を 備 え 、 前 記 導 管
は 、 前 記 内 視 鏡 の 長 さ 方 向 に 関 し て 移 動 可 能 で あ る が 、 前 記 内 視 鏡 の 経 路 に 実 質 的 に 沿 う
よ う に 拘 束 さ れ る も の で あ る 、 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 導 管 は 、 前 記 内 視 鏡 の 長 さ 方 向 に 関 し て そ の チ ャ ネ ル に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 、 請
求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 チ ャ ネ ル は 生 検 チ ャ ネ ル で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ６ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 を 使 用 す る 方 法 に お い て 、
　 （ ａ ） 　 前 記 導 管 が 所 望 の 移 動 方 向 に あ る 一 定 の 距 離 だ け 移 動 し 、
　 （ ｂ ） 　 前 記 所 望 の 方 向 に 前 記 内 視 鏡 が 移 動 す る こ と が 許 容 さ れ 、
　 （ ｃ ） 　 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） の 工 程 が 、 前 記 内 視 鏡 が 所 望 の 範 囲 に 導 入 さ れ る ま で 繰 り 返
さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 人 間 の 体 の 通 路 内 及 び 当 該 通 路 に 沿 っ て 内 視 鏡 を 導 入 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 内 視 鏡 は
、 前 記 の よ う な 導 入 を 引 き 起 こ さ せ る 流 体 推 進 手 段 を 有 し 、 前 記 流 体 推 進 手 段 は 、 加 圧 下
に あ る 流 体 用 の 入 口 と 、 少 な く と も 一 つ の 出 口 と を 有 す る 導 管 を 備 え 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 前
記 通 路 内 及 び 当 該 通 路 に 沿 っ て 導 入 さ れ 、 所 望 の 移 動 方 向 に 関 し て 少 な く と も 部 分 的 に 反
対 の 方 向 に 前 記 出 口 か ら 流 体 を 噴 出 す る こ と に よ り 、 前 記 内 視 鏡 が 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 で
所 望 の 移 動 方 向 に 移 動 す る よ う に さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 内 視 鏡 は 、 先 端 及 び 近 位 端 を 有 す る 細 長 い 本 体 と 、 こ の 本 体 の 外 部 に あ る ガ イ ド ワ
イ ヤ 受 入 要 素 で あ っ て 、 前 記 本 体 の 遠 位 端 及 び そ の 近 傍 に あ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 通 過 す る
こ と が 可 能 な 開 口 を 画 成 す る ガ イ ド ワ イ ヤ 受 入 要 素 と を 備 え た 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 で
使 用 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 受 入 要 素 が 、 前 記 本 体 に 固 定 さ れ 又 は 前 記 本 体 に 一 体 化 さ れ た 、 前 記
本 体 の 長 さ に 比 べ て 短 い 管 の 形 態 を な し て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　  前 記 内 視 鏡 は 、 （ ａ ） そ の 長 さ の 大 部 分 に 関 し て の 単 位 長 さ あ た り の 質 量 が １ ｇ ／ ｃ
ｍ 以 下 で あ る か 、 及 び ／ 又 は （ ｂ ） そ の 長 さ の 大 部 分 に 関 し て の 直 径 が ６ ｍ ｍ よ り も 小 さ
い 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ 、 請 求 項 ８ 又 は 請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 人 間 又 は 動 物 の 体 の 通 路 内 及 び 当 該 通 路 に 沿 っ て 所 望 の 移 動 方 向 に 導 入 さ れ る 内 視 鏡 で
あ っ て 、 前 記 の よ う な 導 入 を 引 き 起 こ さ せ る 流 体 推 進 手 段 を 有 し 、 前 記 流 体 推 進 手 段 は 、
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加 圧 下 に あ る 流 体 用 の 入 口 と 、 前 記 内 視 鏡 の 所 望 の 移 動 方 向 に 関 し て 少 な く と も 部 分 的 に
反 対 の 方 向 に 前 記 流 体 を 噴 出 す る 少 な く と も 一 つ の 出 口 と を 有 す る 導 管 を 備 え 、 前 記 内 視
鏡 は 、 （ ａ ） そ の 長 さ の 大 部 分 に 関 し て の 単 位 長 さ あ た り の 質 量 が １ ｇ ／ ｃ ｍ 以 下 で あ る
か 、 及 び ／ 又 は （ ｂ ） そ の 長 さ の 大 部 分 に 関 し て の 直 径 が ６ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 人 間 又 は 動 物 の 大 腸 内 及 び 当 該 大 腸 に 沿 っ て 導 入 さ れ る 大 腸 鏡 の 形 態 を な し て い る 、 請
求 項 １ か ら 請 求 項 ５ 又 は 請 求 項 ８ か ら 請 求 項 １ １ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 人 間 又 は 動 物 の 大 腸 内 及 び 当 該 大 腸 に 沿 っ て 所 望 の 移 動 方 向 に 導 入 さ れ る 大 腸 鏡 で あ っ
て 、 前 記 の よ う な 導 入 を 引 き 起 こ さ せ る 流 体 推 進 手 段 を 有 し 、 前 記 流 体 推 進 手 段 は 、 加 圧
下 に あ る 流 体 用 の 入 口 と 、 前 記 大 腸 鏡 の 所 望 の 移 動 方 向 に 関 し て 少 な く と も 部 分 的 に 反 対
の 方 向 に 前 記 流 体 を 噴 出 す る 少 な く と も 一 つ の 出 口 と を 有 す る 導 管 を 備 え た 、 大 腸 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 流 体 推 進 式 内 視 鏡 、 及 び そ の よ う な 内 視 鏡 を 使 用 す る 方 法 に 関 す る 。 本 発 明
は 特 に 、 大 腸 で 使 用 さ れ る 内 視 鏡 す な わ ち 大 腸 鏡 に 向 け ら れ た も の で あ り 、 さ ら に 詳 細 に
は 、 人 間 の 大 腸 で 使 用 さ れ る 大 腸 鏡 に 向 け ら れ た も の で あ る 。 以 下 の 説 明 は 原 則 と し て こ
の よ う な 大 腸 鏡 に 焦 点 を 当 て た も の で あ る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は 、 例 え ば 小 腸 で 使 用
さ れ る よ う な 他 の 種 類 の 内 視 鏡 や 、 人 間 以 外 の も の の 大 腸 で 使 用 さ れ る 内 視 鏡 （ 大 腸 鏡 で
あ っ て も な く て も よ い ） に も 同 様 に 適 用 が 可 能 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 大 腸 鏡 を 大 腸 内 へ 挿 入 す る 際 の 主 た る 困 難 の 一 つ は 、 大 腸 が 、 曲 が り く ね っ た 経 路 に 沿
う 弾 性 的 な 管 で あ る と い う こ と で あ る 。 大 腸 鏡 が 湾 曲 部 の 辺 り で 押 し 込 ま れ る と 、 そ れ は
、 大 腸 の 壁 に 沿 っ て 何 時 で も 滑 ら か に 滑 動 す る と い う 訳 に は い か ず 、 し ば し ば 大 腸 の 壁 に
ひ っ か か り 、 そ の 結 果 、 大 腸 鏡 が さ ら に 大 腸 内 へ 押 し 込 ま れ る と き に 、 大 腸 が 引 っ 張 ら れ
て ル ー プ が 形 成 さ れ る こ と と な る 。 こ の 点 を 考 慮 し て 、 大 腸 鏡 を 引 っ 張 る こ と で 押 し 込 み
の 必 要 性 を な く し （ 又 は 少 な く と も 減 ら す ） た め に 、 大 腸 鏡 の 先 端 部 又 は そ の 近 傍 に 牽 引
力 を 与 え る こ と が 望 ま し い で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 の 先 端 領 域 に 牽 引 力 を 発 生 さ せ る 、 従 来 技 術 （ 米 国 特 許 第 ４ ， ７ ３ ５ ， ５ ０ １ 号
を 参 照 の こ と ） に 記 載 さ れ た 一 つ の 方 法 は 、 流 体 推 進 を 使 用 す る も の で あ る 。 従 っ て 、 米
国 特 許 第 ４ ， ７ ３ ５ ， ５ ０ １ 号 に お い て は 、 一 般 的 に ボ ア ス コ ー プ と し て 言 及 さ れ る 各 種
の 装 置 が 説 明 さ れ て お り 、 こ れ ら の 装 置 は 、 そ の 長 さ に 沿 っ た 流 体 導 管 で あ っ て 、 そ の 遠
位 端 に あ る 出 口 が ボ ア ス コ ー プ の 予 定 さ れ た 挿 入 方 向 と 反 対 の 方 向 に 向 け ら れ た 流 体 導 管
を 有 し て い る 。 そ の よ う な 出 口 か ら 噴 出 さ れ た 流 体 は 、 そ の 予 定 さ れ た 挿 入 方 向 に ボ ア ス
コ ー プ を 動 か す 反 作 用 力 を 作 り 出 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 米 国 特 許 第 ４ ， ７ ３ ５ ， ５ ０ １ 号 は 、 そ こ に 記 載 さ れ て い る も の が 、 内
視 鏡 の 推 進 や 案 内 に 適 用 さ れ る 可 能 性 に つ い て は 言 及 し て い る も の の 、 こ の こ と が ど の よ
う に な さ れ る の か に つ い て は 何 ら 詳 細 な 説 明 が 与 え ら れ て お ら ず 、 且 つ 、 内 視 鏡 の 場 合 （
よ り 詳 細 に は 大 腸 鏡 の 場 合 ） に 生 じ る 特 定 の 問 題 に 取 り 組 む も の で は な い 。 本 発 明 は 、 そ
の 幾 つ か の 観 点 に お い て 、 そ れ ら の 問 題 に 取 り 組 も う と す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ７ ３ ５ ， ５ ０ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 内 視 鏡 検 査 に と っ て 流 体 推 進 が 魅 力 的 で あ る 一 つ の 理 由 は 、 患 者 内 で は 非 常 に 少 な い 機
構 の み が 必 要 と さ れ 、 加 圧 流 体 を 提 供 す る た め の ポ ン プ や 制 御 シ ス テ ム の よ う な 複 雑 な 構
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成 要 素 に つ い て は 全 て 、 そ の サ イ ズ が 問 題 と な ら な い 、 患 者 か ら 十 分 に 離 れ た 場 所 に 配 置
す る こ と が で き る か ら で あ る 。 し か し な が ら 、 内 視 鏡 検 査 で 流 体 推 進 を 使 用 す る 際 に は 、
作 り 出 す こ と が 可 能 な 推 力 が 実 際 に は あ ま り 大 き く な い 、 と い う 問 題 が あ る 。 こ れ に は 二
つ の 理 由 が あ る 。 第 １ に は 、 大 腸 に 多 大 な 水 が 加 え ら れ な い よ う に す る と い う 必 要 性 か ら
流 速 が 制 限 さ れ て い る か ら で あ る 。 第 ２ に は 、 流 体 の 速 度 が 高 す ぎ る こ と で 、 流 体 の 噴 射
流 が 大 腸 の 壁 又 は 他 の 体 組 織 を 突 き 抜 け た り 、 そ れ を 何 ら か の 他 の 方 法 で 傷 付 け た り し な
い よ う に し な け れ ば な ら な い か ら で あ り 、 患 者 に 対 し て 多 大 な 不 快 感 を も た ら さ な い こ と
が 少 な く と も 望 ま し い 。 少 な く と も 幾 つ か の 観 点 に お い て 、 本 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 に 取
り 組 も う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ れ ば 、 人 間 又 は 動 物 の 体 の 通 路 内 及 び 当 該 通 路 に 沿 っ て 所 望 の
移 動 方 向 に 導 入 さ れ る 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 の よ う な 導 入 を 引 き 起 こ さ せ る 流 体 推 進 手 段
を 有 し 、 前 記 流 体 推 進 手 段 は 、 加 圧 下 に あ る 流 体 用 の 入 口 と 、 前 記 内 視 鏡 の 所 望 の 移 動 方
向 に 関 し て 少 な く と も 部 分 的 に 反 対 の 方 向 に 前 記 流 体 を 噴 出 す る 少 な く と も 一 つ の 出 口 と
を 有 す る 導 管 を 備 え 、 前 記 出 口 は 噴 霧 化 ノ ズ ル で あ る 、 内 視 鏡 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 に よ れ ば 、 人 間 又 は 動 物 の 体 の 通 路 内 及 び 当 該 通 路 に 沿 っ て 所 望 の
移 動 方 向 に 導 入 さ れ る 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 の よ う な 導 入 を 引 き 起 こ さ せ る 流 体 推 進 手 段
を 有 し 、 前 記 流 体 推 進 手 段 は 、 加 圧 下 に あ る 流 体 用 の 入 口 と 、 前 記 内 視 鏡 の 所 望 の 移 動 方
向 に 関 し て 少 な く と も 部 分 的 に 反 対 の 方 向 に 前 記 流 体 を 噴 出 す る 少 な く と も 一 つ の 出 口 と
を 有 す る 導 管 を 備 え 、 前 記 導 管 は 、 前 記 内 視 鏡 の 長 さ 方 向 に 関 し て 移 動 可 能 で あ る が 、 前
記 内 視 鏡 の 経 路 に 実 質 的 に 沿 う よ う に 拘 束 さ れ る も の で あ る 、 内 視 鏡 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は さ ら に 、 第 ２ の 観 点 に 係 る 内 視 鏡 を 使 用 す る 方 法 に お い て 、
　 （ ａ ） 　 前 記 導 管 が 所 望 の 移 動 方 向 に あ る 一 定 の 距 離 だ け 移 動 し 、
　 （ ｂ ） 　 前 記 所 望 の 方 向 に 前 記 内 視 鏡 が 移 動 す る こ と が 許 容 さ れ 、
　 （ ｃ ） 　 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） の 工 程 が 、 前 記 内 視 鏡 が 所 望 の 範 囲 に 導 入 さ れ る ま で 繰 り 返
さ れ る 、 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は さ ら に 、 人 間 の 体 の 通 路 内 及 び 当 該 通 路 に 沿 っ て 内 視 鏡 を 導 入 す る 方 法 で あ っ
て 、 前 記 内 視 鏡 は 、 前 記 の よ う な 導 入 を 引 き 起 こ さ せ る 流 体 推 進 手 段 を 有 し 、 前 記 流 体 推
進 手 段 は 、 加 圧 下 に あ る 流 体 用 の 入 口 と 、 少 な く と も 一 つ の 出 口 と を 有 す る 導 管 を 備 え 、
ガ イ ド ワ イ ヤ が 前 記 通 路 内 及 び 当 該 通 路 に 沿 っ て 導 入 さ れ 、 所 望 の 移 動 方 向 に 関 し て 少 な
く と も 部 分 的 に 反 対 の 方 向 に 前 記 出 口 か ら 流 体 を 噴 出 す る こ と に よ り 、 前 記 内 視 鏡 が 前 記
ガ イ ド ワ イ ヤ 上 で 所 望 の 移 動 方 向 に 移 動 す る よ う に さ れ る 、 方 法 を 提 供 す る 。 ガ イ ド ワ イ
ヤ は 、 例 え ば 、 英 国 特 許 出 願 第 ０ ３ ０ ７ ７ １ ５ ． ３ 号 （ 同 時 出 願 中 の 米 国 特 許 出 願 第 １ ０
／ ４ ０ ９ ， ２ ７ ０ 号 （ ス ウ ェ イ ン ら ） 及 び Ｐ Ｃ Ｔ ／ Ｕ Ｓ ２ ０ ０ ４ ／ ０ ０ ９ ９ ８ ２ 号 （ Ｗ Ｏ
２ ０ ０ ４ ／ ０ ８ ９ ４ ５ ６ 号 と し て 公 開 ） に 対 応 ） （ こ の 内 容 は こ こ で の 参 照 に よ り 開 示 に
含 ま れ る ） に 記 載 さ れ た 方 法 に よ り 、 前 記 通 路 内 及 び 当 該 通 路 に 沿 っ て 導 入 さ れ る と よ い
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は そ の 上 、 今 ま さ に 説 明 し た 方 法 で 使 用 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 で あ っ て
、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 事 前 の 工 程 で 導 入 さ れ 、 か つ 、 前 記 内 視 鏡 は 、 先 端 及 び 近 位 端 を 有 す る
細 長 い 本 体 と 、 こ の 本 体 の 外 部 に あ る ガ イ ド ワ イ ヤ 受 入 要 素 で あ っ て 、 前 記 本 体 の 遠 位 端
及 び そ の 近 傍 に あ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 通 過 す る こ と が 可 能 な 開 口 を 画 成 す る ガ イ ド ワ イ ヤ
受 入 要 素 と を 備 え た 内 視 鏡 を 提 供 す る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ 受 入 要 素 は 、 好 ま し く は 、 前 記 本 体
に 固 定 さ れ 又 は 前 記 本 体 に 一 体 化 さ れ た 短 管 、 す な わ ち 前 記 本 体 の 長 さ に 比 べ て 短 い 管 の
形 態 を な し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 さ ら に 他 の 観 点 に お い て 、 本 発 明 は 、 人 間 又 は 動 物 の 体 の 通 路 内 及 び 当 該 通 路 に 沿 っ て
所 望 の 移 動 方 向 に 導 入 さ れ る 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 の よ う な 導 入 を 引 き 起 こ さ せ る 流 体 推
進 手 段 を 有 し 、 前 記 流 体 推 進 手 段 は 、 加 圧 下 に あ る 流 体 用 の 入 口 と 、 前 記 内 視 鏡 の 所 望 の
移 動 方 向 に 関 し て 少 な く と も 部 分 的 に 反 対 の 方 向 に 前 記 流 体 を 噴 出 す る 少 な く と も 一 つ の
出 口 と を 有 す る 導 管 を 備 え 、 前 記 内 視 鏡 は 、 （ ａ ） そ の 長 さ の 大 部 分 に 関 し て の 単 位 長 さ
あ た り の 質 量 が １ ｇ ／ ｃ ｍ 以 下 で あ る か 、 及 び ／ 又 は （ ｂ ） そ の 長 さ の 大 部 分 に 関 し て の
直 径 が ６ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 内 視 鏡 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に い っ そ う の 他 の 観 点 に お い て 、 本 発 明 は 、 人 間 又 は 動 物 の 大 腸 内 及 び 当 該 大 腸 に
沿 っ て 所 望 の 移 動 方 向 に 導 入 さ れ る 大 腸 鏡 で あ っ て 、 前 記 の よ う な 導 入 を 引 き 起 こ さ せ る
流 体 推 進 手 段 を 有 し 、 前 記 流 体 推 進 手 段 は 、 加 圧 下 に あ る 流 体 用 の 入 口 と 、 前 記 大 腸 鏡 の
所 望 の 移 動 方 向 に 関 し て 少 な く と も 部 分 的 に 反 対 の 方 向 に 前 記 流 体 を 噴 出 す る 少 な く と も
一 つ の 出 口 と を 有 す る 導 管 を 備 え た 、 大 腸 鏡 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 明 細 書 中 で 流 体 が 言 及 さ れ る 場 合 に は 、 こ れ は 好 ま し く は 液 体 で あ り 、 且 つ 、 こ の よ
う な 液 体 は 好 ま し く は 水 溶 性 の も の で あ る 、 と 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 液 体 は 通 常 、 水 、
又 は 、 内 視 鏡 が 導 入 さ れ る 通 路 内 に 存 在 す る と 予 想 さ れ る 液 体 と 等 張 で あ る 水 溶 性 の 液 体
で あ っ て よ い 。 生 物 学 的 な 条 件 を 満 た し た 消 泡 剤 又 は 他 の 添 加 剤 を 添 加 す る こ と は 望 ま し
い こ と で あ る 。 ま た 、 水 を 体 温 ま で 温 め る こ と も 望 ま し い こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 図 １ に つ い て よ り 詳 細 に 言 及 す る と 、 こ れ は 、 大 腸 １ と 、 内 視 鏡 ２ （ 図 示 さ れ
た 位 置 で は 、 肛 門 ３ か ら 導 入 さ れ て 内 視 鏡 の 先 端 が 大 腸 の 長 さ の 途 中 に 位 置 付 け ら れ た も
の ） と を 示 し て い る 。 内 視 鏡 ２ は 、 可 撓 性 の あ る 細 長 い 本 体 ２ ′ を 有 し て お り 、 こ の 本 体
２ ′ に は 、 そ の 長 さ に 沿 っ て 延 び る 生 検 チ ャ ネ ル ４ が 設 け ら れ て い る 。 内 視 鏡 は 模 式 的 に
の み 示 さ れ て お り 、 生 検 チ ャ ネ ル の 直 径 は 、 図 に 示 さ れ て い る も の よ り も 内 視 鏡 本 体 の 直
径 に 対 し て 実 際 に は ず っ と 小 さ い で あ ろ う こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 ま た 、 簡 略 化 の
た め に 、 内 視 鏡 の 光 学 系 は 、 内 視 鏡 の 近 位 端 に 位 置 付 け ら れ る 制 御 部 と 同 様 に 、 省 略 さ れ
て い る 。 内 視 鏡 及 び 制 御 部 は 、 完 全 に 慣 用 的 な も の で あ っ て よ く 、 本 発 明 の 一 部 を 構 成 す
る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 可 撓 性 の あ る 導 管 ５ は 、 生 検 チ ャ ネ ル ４ を 、 そ の 両 端 が 当 該 生 検 チ ャ ネ ル か ら 突 出 し た
状 態 で 、 通 過 す る も の で あ る 。 導 管 は 、 例 え ば 医 療 グ レ ー ド の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 作 る
こ と が で き 、 生 検 チ ャ ネ ル 内 で 長 手 方 向 に 滑 動 可 能 と な っ て い る 。 導 管 ５ の 上 流 端 は 、 加
圧 下 に あ る 液 体 を 供 給 す る 液 体 供 給 部 （ 矢 印 ６ に よ り 示 さ れ て い る ） に 接 続 さ れ て い る 。
導 管 ５ の 遠 位 端 ７ は 、 液 体 が そ こ か ら 出 て い く の を 防 止 す る た め に 閉 じ ら れ て お り 、 且 つ
、 出 口 は 、 そ こ か ら 液 体 の 噴 射 流 ８ が 出 て い く も の で あ り 、 導 管 の 側 方 に 形 成 さ れ て い る
。 図 １ の 実 施 形 態 は こ の よ う な 出 口 を 四 つ 有 し て お り （ 図 １ で は 二 つ が 視 認 で き る ） 、 こ
れ ら の 出 口 は 導 管 の 遠 位 端 領 域 の ま わ り に 互 い に ９ ０ ° の 角 度 を な し て 配 列 さ れ て い る 。
し か し な が ら 、 一 つ の み 、 二 つ 又 は 三 つ の 出 口 で あ っ て も 、 又 は 四 つ よ り も 多 く の 出 口 で
あ っ て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 出 口 は 、 液 体 の 噴 射 流 が （ そ れ が 出 口 か ら 出
て 行 く と き に ） 導 管 ５ の 長 さ 方 向 に 関 し て そ の 遠 位 端 か ら 離 れ て そ の 近 位 端 へ 向 か う 方 向
に 向 け ら れ た 成 分 を 持 つ よ う に 配 列 さ れ て い る 。 図 １ に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 に お い て 、
噴 射 流 は 後 方 に 向 け て 角 度 が 付 け ら れ て い る 、 す な わ ち 、 噴 射 流 が 、 今 ま さ に 定 義 し た よ
う な 成 分 を 持 つ だ け で な く 、 導 管 の 長 さ に 対 し て 直 角 を な す 成 分 も 持 っ て お り 、 図 示 さ れ
て い る よ う に 、 大 腸 壁 の 隣 接 部 分 へ 向 か う よ う に 角 度 が 付 け ら れ て い る 。 し か し な が ら 、
出 口 は 、 噴 射 流 が 遠 位 端 領 域 に て 導 管 の 長 さ に 平 行 に 差 し 向 け ら れ る よ う に 、 す な わ ち 、
噴 射 流 が 大 腸 壁 の 隣 接 部 分 へ 向 か っ て 差 し 向 け ら れ る 成 分 を 何 ら 持 た な い よ う に 、 形 成 さ
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れ る こ と が 可 能 で あ る こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 図 １ の 内 視 鏡 を 、 図 に 示 さ れ て い る 位 置 か ら 大 腸 内 へ さ ら に 進 め る 方 法 に つ い て
説 明 す る 。 初 め に 、 内 視 鏡 検 査 を 実 施 す る 医 者 は 、 内 視 鏡 本 体 ２ ′ の 近 位 端 及 び 導 管 ５ の
隣 接 部 分 を 保 持 し 、 そ れ ら が そ の 位 置 で 互 い に 関 し て 長 手 方 向 に 移 動 す る こ と が で き な い
よ う に す る 。 そ れ か ら 、 加 圧 下 に あ る 液 体 が 、 上 述 し た 液 体 供 給 部 か ら 導 管 ５ の 近 位 端 に
供 給 さ れ 、 導 管 の 遠 位 端 か ら 液 体 噴 射 流 ８ の 形 態 で 出 て い く 。 こ れ ら の 噴 射 流 は 、 導 管 の
遠 位 部 分 に 、 導 管 を 大 腸 内 で さ ら に 前 方 へ 移 動 さ せ る よ う な 反 作 用 力 を 作 り 出 す 。 導 管 ５
は 、 本 体 ２ ′ の 生 検 チ ャ ネ ル ４ 内 で 滑 動 可 能 で あ る け れ ど も 、 驚 く べ き こ と に 導 管 ５ の 前
方 へ の 移 動 が 内 視 鏡 本 体 の 前 方 へ の 移 動 を 伴 っ て 起 こ る こ と が 観 察 さ れ た 。 こ の こ と は 、
導 管 と 本 体 と の 間 の 摩 擦 に よ る の も の で は な く 、 導 管 ５ の 先 端 の 前 方 へ の 移 動 に 反 応 し て
本 体 が 真 っ 直 ぐ に な ろ う と す る 傾 向 に よ る も の で あ り 、 こ れ は も ち ろ ん 、 そ の よ う な 導 管
を 真 っ 直 ぐ に さ せ る こ と に も な る 。 こ の よ う に し て 、 液 体 噴 射 流 ８ は 、 少 な く と も 実 質 的
に 導 管 本 体 ２ ′ の 遠 位 端 上 の 牽 引 力 に 等 し い と 思 わ れ る も の （ そ れ が ま さ に 望 ま れ る も の
で あ る ） を 与 え る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 内 視 鏡 本 体 ２ ′ は 、 好 ま し く は 、 操 縦 型 先 端 部 を 有 す る 種 類 の も の で あ る が 、 こ の よ う
な 先 端 部 を 持 つ 内 視 鏡 は こ の 技 術 で 良 く 知 ら れ た も の で あ る 。 こ の よ う な 先 端 部 の 角 度 を
本 体 の 残 り の 部 分 に 対 し て 変 え る こ と は 、 導 管 の 遠 位 端 部 分 が 指 し 示 す 方 向 を 変 え 、 こ の
た め 、 液 体 噴 射 流 ５ が そ れ ら の 推 進 力 を 生 じ さ せ る 方 向 を 変 え る と い う 効 果 を 持 つ も の で
あ る 。 こ の よ う に し て 、 内 視 鏡 の 先 端 は 、 大 腸 が 辿 る 曲 が り く ね っ た 経 路 に 沿 っ て 操 縦 さ
れ る こ と が 可 能 で あ る 。 内 視 鏡 が こ の よ う な 操 縦 型 先 端 部 を 有 し て い な い と 、 そ れ が 大 腸
の 壁 又 は 憩 室 へ 埋 ま っ て し ま い 、 そ の 結 果 、 先 端 部 か ら の さ ら な る 推 力 が 内 視 鏡 を 進 ま せ
る こ と に は な ら な い 、 と い う こ と に な り か ね な い 。 こ の た め 、 噴 射 流 ８ の 方 向 を 変 え る 、
又 は 少 な く と も そ れ ら の 噴 射 流 に よ り 与 え ら れ る 力 の 方 向 を 変 え る た め の 、 何 ら か の 他 の
手 段 を 提 供 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の こ と は 、 例 え ば 、 複 数 の 噴 射 流 の う ち の 個 々 の も の
を 介 し て 速 度 及 び ／ 又 は 体 積 流 量 を 独 立 し て 制 御 す る 手 段 を 提 供 す る こ と に よ り 実 現 す る
こ と が 可 能 で あ る が 、 内 視 鏡 上 の 操 縦 型 先 端 部 は 、 操 縦 の 必 要 性 に 対 し て の よ り 簡 単 な 解
決 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 述 し た よ う に 、 内 視 鏡 検 査 に お い て 噴 射 流 推 進 を 使 用 す る と き に は 、 流 体 の 速 度 が 流
体 が 大 腸 の 壁 又 は 他 の 体 組 織 を 突 き 抜 け た り 、 そ れ を 何 ら か の 他 の 方 法 で 傷 付 け た り し な
い よ う に 高 く な い こ と が 重 要 で あ り 、 患 者 に 対 し て 多 大 な 不 快 感 を も た ら さ な い こ と が 少
な く と も 望 ま し い 。 こ の 点 を 考 慮 し て 、 本 発 明 は 、 そ の 観 点 の 一 つ に お い て 、 流 体 推 進 が
一 つ 又 は 複 数 の 噴 霧 化 ノ ズ ル の 手 段 に よ り 提 供 さ れ る 内 視 鏡 を 提 供 す る 。 驚 く べ き こ と に
、 液 体 を 噴 霧 化 し て 噴 霧 を 作 り 出 す と 、 上 述 し た よ う な 損 傷 の リ ス ク の 低 減 や 、 よ り 大 き
な 快 適 性 と い っ た 利 益 を 潜 在 的 に 提 供 し な が ら 、 推 進 の 効 率 性 を 非 常 に 僅 か し か 低 減 さ せ
な い 、 と い う こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の こ の よ う な 観 点 で 使 用 さ れ る 噴 霧 器 ヘ ッ ド が 図 ２ に 示 さ れ て い る 。 ヘ ッ ド ２ ０
は 、 遠 位 本 体 部 分 ２ １ と 、 噴 霧 化 さ れ た 液 体 噴 射 流 が 形 成 さ れ る こ と を 可 能 に す る キ ャ ビ
テ ィ が そ の 内 部 に 形 成 さ れ た 近 位 本 体 部 分 ２ ２ と を 備 え て い る 。 図 ２ に お い て 、 濃 い ハ ッ
チ は 液 体 を 表 し 、 薄 い ハ ッ チ は 噴 霧 を 表 し て い る 。 液 体 は 、 プ レ ナ ム チ ャ ン バ ー ２ ４ に 通
じ た 管 ２ ３ を 介 し て ヘ ッ ド へ 入 る 。 チ ャ ン バ ー ２ ４ か ら 、 液 体 は 、 各 対 の ボ ア が そ れ ら の
下 流 端 で 交 わ る よ う に 角 度 が 付 け ら れ た 複 数 対 の ボ ア ２ ５ を 介 し て 通 過 す る 。 あ る 対 の 一
つ の ボ ア を 介 し て 移 動 す る 液 体 は 、 そ の 下 流 端 で 、 当 該 対 の 他 の ボ ア を 介 し て 移 動 す る 液
体 と 衝 突 し 、 こ の 衝 突 に よ り 、 噴 霧 化 、 す な わ ち 液 体 の 、 細 か い 液 滴 の 噴 霧 へ の 粉 砕 が 引
き 起 こ さ れ る 。 ヘ ッ ド の 長 手 方 向 軸 に 対 し て ２ ０ ° の 角 度 で ボ ア を 配 置 す る こ と 、 す な わ
ち 、 あ る 所 与 の 対 の ボ ア が ４ ０ ° の 角 度 で 互 い に 近 づ く よ う に す る と 、 良 好 な 噴 霧 化 を 引
き 起 こ す こ と が 分 か っ た 。 こ の よ う な 結 果 が も た ら さ れ る 特 定 の 実 験 例 に お い て 、 ボ ア は
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、 部 材 ２ １ に ０ ． ５ ２ ｍ ｍ の ド リ ル 用 ビ ッ ト で 穴 を あ け た 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 寸 法
は 一 例 と し て 与 え た も の で あ り 、 他 の 寸 法 が 使 用 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 対 の ボ ア は そ れ ぞ れ の ノ ズ ル ２ ６ に 通 じ て お り 、 こ れ ら の ノ ズ ル ２ ６ は 、 先 細 形 の 上
流 部 分 ２ ６ ａ と 、 一 定 直 径 の 喉 状 部 分 ２ ６ ｂ と 、 末 広 形 の 出 口 部 分 ２ ６ ｃ と を 有 し て い る
。 噴 霧 化 さ れ た 噴 射 流 は 、 出 口 部 分 ２ ６ ｃ の 下 流 端 か ら 出 て い く 。 図 ２ に 示 す 実 施 形 態 に
お い て は 、 図 ２ ａ に 示 さ れ て い る よ う に 、 八 つ の ノ ズ ル ２ ６ が 配 列 さ れ て い る 。 し か し な
が ら 、 よ り 多 く の ノ ズ ル 又 は よ り 少 な い ノ ズ ル で あ っ て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ
る 。 ま た 、 ノ ズ ル ２ ６ は 、 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 全 く の 後 方 を 向 い て い る （ す な わ ち
、 流 れ の 方 向 が 大 腸 の 隣 接 壁 へ 向 か う 正 味 の 成 分 を 何 ら 持 っ て い な い ） け れ ど も 、 ノ ズ ル
は 、 図 ２ に 示 さ れ て い る 以 外 の 何 ら か の 態 様 で 方 向 付 け ら れ て も よ い （ 例 え ば 図 １ に 示 さ
れ て い る よ う な 角 度 が 付 け ら れ た 流 体 噴 射 流 を 作 り 出 す よ う に 方 向 付 け ら れ て も よ い ） こ
と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 ま た 、 噴 霧 化 ノ ズ ル の 多 く の 他 の 種 類 の も の が 噴 霧 化 の 技 術
と し て 知 ら れ て い る こ と 、 さ ら に 、 そ の よ う な 他 の ノ ズ ル が 図 示 さ れ て い る 種 類 の ノ ズ ル
に 代 え て 使 用 さ れ て も よ い こ と も 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 観 点 に お い て 、 内 視 鏡 は 予 め 導 入 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ に よ り 案 内 さ れ る
。
ガ イ ド ワ イ ヤ を 例 え ば 大 腸 へ 導 入 す る 一 つ の 適 切 な 方 法 を 説 明 す る も の と し て 、 上 述 の 英
国 特 許 出 願 第 ０ ３ ０ ７ ７ １ ５ ． ３ 号 （ 同 時 出 願 中 の 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ４ ０ ９ ， ２ ７ ０
号 に 対 応 ） に 既 に 触 れ て い る 。 ま た 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 英 国 特 許 出 願 第 ０ ３ ０ ７ ７ １ ５ ． ３
号 に 記 載 さ れ た 方 法 に よ り 予 め 導 入 さ れ る こ と は 本 質 的 な こ と で は な く 、 そ の 代 わ り に 、
ガ イ ド ワ イ ヤ を 予 め 導 入 す る 任 意 の 適 切 な 代 替 的 な 方 法 が 使 用 さ れ て も よ い こ と は 理 解 さ
れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ガ イ ド ワ イ ヤ が こ の よ う に し て 予 め 導 入 さ れ た 状 態 で 、 内 視 鏡 が 、 患 者 か ら 突 出 す る ガ
イ ド ワ イ ヤ の 部 分 に 通 さ れ 、 次 い で 、 大 腸 に 沿 っ て 流 体 推 進 に よ り 進 め ら れ る 。 図 ３ は 、
内 視 鏡 の 一 つ の 適 切 な 実 施 形 態 の 場 合 に お け る 、 こ の よ う な 過 程 を 示 し て い る 。 図 ３ は 、
予 め 導 入 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ と 、 そ れ に 略 平 行 に 延 び る 可 撓 性 の あ る 導 管 ３ １ （ 小 さ
な 内 視 鏡 ヘ ッ ド ３ ２ が そ の 先 端 に 設 け ら れ た も の ） と を 示 し て い る 。 ヘ ッ ド ３ ２ は 、 例 え
ば 、 内 臓 撮 像 用 カ メ ラ を 備 え て い る と よ い 。 少 な く と も （ あ る 長 さ の ） 一 本 の 管 ３ ３ が 導
管 ３ １ に 取 り 付 け ら れ 、 且 つ 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ０ 上 で 滑 動 可 能 と な っ て い る 。 二 本 の 管 が
図 示 さ れ て い る が 、 三 本 又 は そ れ よ り 多 く て も よ く 、 又 は 一 本 の み で も よ い 。 導 管 ３ １ は
、 そ こ か ら 推 進 噴 射 流 ３ ４ （ 図 １ の 噴 射 流 ８ の よ う に 作 用 す る も の ） が 出 て い く 、 後 方 を
向 い た ノ ズ ル を 有 し て い る 。 導 管 は 、 ノ ズ ル へ 移 動 す る 推 進 液 体 用 の 通 路 を 提 供 す る の に
加 え て 、 ヘ ッ ド に 電 力 を 供 給 し た り ヘ ッ ド か ら 電 気 信 号 を 伝 え た り す る こ と を 可 能 に す る
電 気 配 線 を 担 持 す る こ と も 可 能 で あ る 。 導 管 ３ １ 及 び ヘ ッ ド ３ ２ が 一 緒 に な っ て 軽 量 の 内
視 鏡 （ 導 管 は 好 ま し く は １ ｇ ／ ｃ ｍ 以 下 の 質 量 を 持 つ ） を 構 成 し 、 こ の 内 視 鏡 は 、 ヘ ッ ド
を 除 い て 、 従 っ て そ の 長 さ の 大 部 分 に 関 し て 、 小 さ な 直 径 （ 導 管 は 好 ま し く は ６ ｍ ｍ よ り
も 小 さ い 直 径 を 持 つ ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 予 め 導 入 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ の 使 用 は 、 内 視 鏡 が 非 常 に 軽 量 （ １ ｇ ／ ｃ ｍ 以 下 ） 及 び ／
又 は 小 さ な 直 径 （ ６ ｍ ｍ よ り も 小 さ い ） で あ る 場 合 に 特 に 有 益 で あ る 。 別 言 す る と 、 予 め
導 入 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ を 持 つ と い う こ と は 、 内 視 鏡 自 体 に 何 ら の 操 縦 手 段 を 設 け る 必 要
が な い こ と を 意 味 し て お り 、 こ の こ と は 同 様 に 、 内 視 鏡 を 必 要 最 低 限 の 本 質 部 分 （ 例 え ば
、 光 学 系 と 、 そ の 遠 位 端 に 少 な く と も 一 つ の 推 進 出 口 を 持 つ 流 体 導 管 ） ま で 縮 小 す る こ と
が 可 能 で あ る こ と を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ ａ 及 び 図 ４ ｂ は 、 加 圧 液 体 （ こ の 場 合 は 水 ） を 本 発 明 の 内 視 鏡 へ 配 送 す る た め の 代
替 的 な 装 置 構 成 を 示 し て い る 。 図 ４ に 示 さ れ て い る 装 置 構 成 は 、 一 定 圧 力 で 水 を 提 供 す る
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も の で あ る 。 こ の 装 置 構 成 は 、 長 さ ５ ｍ の 銅 管 （ 直 径 ２ イ ン チ ） か ら 作 ら れ た リ ザ ー バ ４
０ を 備 え て い る 。 水 は 、 水 注 入 口 か ら 入 口 弁 ４ １ を 介 し て リ ザ ー バ へ 供 給 さ れ る 。 リ ザ ー
バ 内 の 水 は 、 圧 力 調 整 器 ４ ３ を 介 し て リ ザ ー バ ４ ０ に 接 続 さ れ た 、 加 圧 窒 素 の シ リ ン ダ ４
２ に よ り 、 適 切 な 圧 力 （ 液 体 を 配 送 す る 管 の 内 径 に 依 存 し た も の で あ る が 、 例 え ば ６ ～ ８
バ ー ル で あ る と よ い ） ま で 加 圧 さ れ る 。 弁 ４ ４ を 介 し て 排 気 す る た め に 、 ガ ス 供 給 部 が 外
部 雰 囲 気 に 接 続 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 加 圧 下 に あ る 水 は 、 出 口 弁 ４ ５ を 介 し て 内 視 鏡
へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 安 全 上 の 理 由 か ら 、 一 定 圧 力 よ り も む し ろ 一 定 体 積 流 量 で の 液 体 の 供 給 を 使 用 す る こ と
が 好 ま し く 、 こ の 理 由 か ら 、 図 ４ ｂ に 示 さ れ て い る よ う な 供 給 装 置 構 成 が 、 図 ４ ａ に 示 さ
れ て い る よ う な 装 置 構 成 よ り も 好 ま し い 。 図 ４ ｂ は 、 液 体 を 一 定 体 積 流 量 で 供 給 す る よ う
に 設 計 さ れ た ポ ン プ ５ ０ を 示 し て お り 、 こ の ポ ン プ ５ ０ は 、 た わ み 継 手 ５ ２ を 介 し て 電 気
モ ー タ ５ １ に よ り 駆 動 さ れ る 。 ポ ン プ は 、 水 注 入 口 を 有 し 、 且 つ 、 内 視 鏡 に 接 続 さ れ た 水
注 出 口 を 有 し て い る 。 供 給 さ れ る 水 の 圧 力 は 、 圧 力 計 ５ ３ に よ り 監 視 さ れ 、 且 つ 、 分 岐 管
５ ４ が 、 内 視 鏡 で 必 要 と さ れ な い と き に 水 が 排 水 （ 浪 費 ） さ れ る よ う に 設 け ら れ て い る 。
分 岐 管 ５ ４ を 介 し て の 流 れ は 、 開 閉 が 可 能 な ニ ー ド ル 弁 ５ ５ に よ り 制 御 さ れ て い る 。 電 気
安 全 上 の 理 由 か ら 、 電 流 が ポ ン プ モ ー タ か ら 患 者 へ 通 電 す る 可 能 性 が な い こ と を 保 証 す る
よ う に 注 意 が な さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 大 腸 内 へ 導 入 さ れ 且 つ 大 腸 に 沿 っ て 通 過 し て い る 過 程 に あ る 、 本 発 明 に 係 る 大 腸
鏡 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 遠 位 端 で 使 用 さ れ る 噴 霧 器 ヘ ッ ド の 縦 断 面 図 。
【 図 ２ ａ 】 図 ２ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 横 断 面 図 （ た だ し 、 中 央 管 は 省 略 す る ） 。
【 図 ３ 】 ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 走 行 す る よ う に 当 該 ガ イ ド ワ イ ヤ に 取 り 付 け ら れ た 、 本 発
明 に 係 る 内 視 鏡 を 示 す 図 。
【 図 ４ ａ 】 加 圧 下 に あ る 液 体 を 内 視 鏡 に 供 給 す る 一 つ の 可 能 な 装 置 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ４ ｂ 】 加 圧 下 に あ る 液 体 を 内 視 鏡 に 供 給 す る 一 つ の 可 能 な 装 置 構 成 を 示 す 図 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ２ ａ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ ａ 】

【 図 ４ ｂ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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